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筑

豊

石

炭

砿

業

遺

跡

一

覧

(そ
の
Ｉ
)

飯

塚

市

内

の

部

宮

崎

太

郎

か

つ
て
吾

が

国

の
石

炭

生

産

の
最

大

を
誇

っ
た
筑

豊

炭

田

も

貝

嶋

露

天

堀

坑

の

閉

山

を
最

後

に

一
坑

残

ら

ず

無

く

な

り
ま

し
た

o

そ

し

て
炭

坑

閉

山

後

の

現
在

、

残

さ

れ

た
も

の
は

鉱

害

と
硬

山

の
み

だ

と

い

わ

れ

て

い
ま

す
o

し

か

し

私

は

二
十

万

人

近

く

の
炭

坑

労

働

者

と
そ

の
家

族

が

生

活

し

百
年

以

上

に

わ
た

る

石

炭

採

掘

の
歴
史

か

ら

考

え

て
、

炭

坑

が

地

域

社

会

の
発

展

と

地

方
文

化

向

上

に

貢

献

し

た

役
割

は

非
常

に

大

き

な

も

の
が

あ

る
と

思

い

ま

す
o

そ

こ
で

私

は

こ

の

四
年

間

、

閉

山

後

の
炭

坑

に

残

さ

れ

て

い
る

施

設

・
設

備

や

好

景

気

の

時

期

に
炭

坑

経
営

者

が

神

社

仏

閣

に

寄

附

奉

納

し

た

も

の
や

、

ま

た
学

校

.
図

書

館

・
劇

場

・
農

場

・
鉄

道

等

地

域

に

寄

贈

し

た

も

の

を
調

査

し
、

更

に
鉄

道

敷

設

以
前

筑

豊

の

一
般
物

資

を
川
?

で

輸

送

し

て

い
た

そ

の
基

地

と

舟

頭

た

ら

の
信

仰

と

事

蹟

の
現

地
踏

査

も

い
た

し

ま

し

た
o

私

は

一
老

人

で
す

し
、

コ

ッ

コ

ツ
歩

い

て

の
調

査

で

あ

り
ま

し

た

の
で

能

率

も

上

ら

な

い
し

不

十

分

な

面

も

あ

り

ま

す

o

ま

た

尺

度

は

目

測

で

的

確

で
は

あ

り
ま

せ

ん
o

し

か

し

写
真

に
は

全
部

収

め

て

お
り

ま

す

o

現
在

ま

で

の
調

査

は

筑

豊

全

域

と

北

九

州

・
宗

像

・
朝
倉

及

び

福

岡

の
各

炭

坑

で
、

県

内

で

は

三

池

炭

坑

を
残

す

の

み
と

な

り
ま

し

た
o

そ

こ
で

地

域

別

に

そ

の

報

告

を

順

次

い
た

し
た

い
と

思

い
ま

す

。

私

の
限

ら

れ

た

力

量

内

で
精

一
ぱ

い

の
調

査

を

行

っ
た

つ
も

り

で

す
o

そ

の
点

御

了

解

の
上

、

御

参

考

に

な

れ
ば

幸

で
す

o

飯
塚
市
内
の
部

e
残
存
す
る
炭
坑
施
設

飯
塚
市
内
に
於
け
る
大
手
炭
坑
は
麻

生

・
日
鉄

ニ
ニ
菱

・
古
河

.
庄
友

の
各
坑

で
あ
る
o
住
友
忠
隈
坑

の
事
務
所
は
穂
波
町
、
古
河
目
尾
坑
の
事
務
所
は
小
竹

町
で
あ
る
の
で
こ
れ
ら
は
除
外
し
た
が
、
古
河
目
尾
の
元
町
坑
は
飯
塚
市

に
入

れ
る
。

〔
麻
生
産
業
株
式
会
社
各
炭
坑

〕

本
社
所
在
地

飯
塚
市
芳
雄
七
番
十
八
号

o
麻
生
芳
雄
製
工
所

所
在
地

飯
塚
市
芳
雄

残
存
設
備

工
場

・
炭
住

・
浴
場

・
倉
庫

・
煙
突

(赤
練
瓦
)

現
在
操
業
中

調
査
期

日

昭
和
四
十
九
年
十
月
三
日

o
飯
塚
病
院

(麻
生
各
坑
従
業
員
の
治
療
と
外
来
患
者
を
受
け
た
)

所
在
地

飯
塚
市
芳
雄

現
在
診
療
中
。

全
施
設
残
る
。

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
三
日

o
麻
生
産
業
株
式
会
社

上
三
緒
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
上
三
緒

残
存
設
備
炭
住

(現
在
個
人
の
物
)
浴
場

・
硬
山

(写
真
①
)

.
従
業
員
会

館

(現
在
木
工
場
)
白
門
坑
坑

口

(
現
在
密
閉
し
残
る
)

調
査
期

日

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
十
九
日

o
麻
生
産
業
株
式
会
社

山
内
炭
坑



所
在
地

飯
塚
市
山
内

残
存
設
備

炭
坑
事
務
所

・
従
業
員
会
館

・
炭
住

(
現
在
個
人

の
物

と
し

て

残
る
)
売
店

・
水
槽

・
ボ
タ
山

・
岡
之
浦
坑
捲
場
基
礎

現
在
団
地
化
進
む
o

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
十

九
日

o
麻
生
産
業
株
式
会
社

愛
后
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
愛
后

残
存
設
備

炭
住

・
労
務
詰
所

・
水
槽

・
ボ
タ
山

・
売
店

全
団
地
化
。

前
調
査
期

日

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
十
日

再
調
査
期

日

昭
和
五
十
二
年
十
月
十
五
日

o
麻
生
嘉
麻
鉱
業
所

所
在
地

飯
塚
市
柏
の
森

残
存
設
備

炭
坑
事
務
所

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
十
月
十

日

〔
日
鉄
鉱
業
所
各
炭
坑

〕

日
鉄
鉱
業
株
式
会
社

二
瀬
鉱
業
所

本
社
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
丸

の
内
二
の
二
十
の

一

〇
日
鉄
二
瀬
鉱
業
所

高
尾
二
坑

所
在
地

飯
塚
市
二
瀬
本
町

残
存
設
備

炭
住

・
水
槽

・
水
撰
場
基
礎

・
石
炭
積
込
場

(写
真
②
)
・
ボ
タ
山

団
地
化
進
む
。

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
五

日

o
日
鉄
二
瀬
鉱
業
所

高
尾

一
坑

所
在
地

飯
塚
市
幸
袋
西
町

残
存
設
備

炭
住

(写
真
③
)

・
ボ
タ
山

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
五

日

o
日
鉄
二
瀬
鉱
業
所

潤
野
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
潤
野

残
存
設
備

炭
住

・
捲
場
基
礎

(赤
練
瓦
造
り
)

・
ボ
タ
山

・
水
槽
二
基

・
炭

住備
考

再
調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
十
月

二
十
日
現
在
炭
住
街
は
団
地
化
し

前
の
姿
な
し
o
採
掘
中
は
温
泉
が
で
て
い
た
が
、
閉
山
後
坑
道
閉
鎖

の
た
め
湯

は
出
な
い
○
赤
練
瓦
の
捲

の
基
礎
は
高
さ
二
間
、
横
二
間
、
縦
四
間
の
構
造
物

で
あ
る
。
炭
住

・
機
械
場
の
敷
地
跡
は
嘉
穂
高
校
の
敷
地
と
し
て
造
成
さ
れ
て

居
る
。

〔
古
河
鉱
業
株
式
会
社
目
尾
鉱
業
所

〕

本
社
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
丸

の
内
二
の
八

〇
古
河
鉱
業
目
尾
鉱
業
所

元
町
坑

所
在
地

飯
塚
市
目
尾
元
町

残
存
設
備

捲
場
基
礎

・
炭
住

(
元
の
姿

な
し
団
地
化
し
て
い
る
)

山
神
社

大
山
祇
神
社

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
四
日

〔
三
菱
鉱
業
株
式
会
社
韓
田
鉱
業
所

〕

本
社
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

一
丁
目
五
番
地

一
号

〇
三
菱
鉱
業
鯰
田

鉱
業
所

一
坑

所
在
地

飯
塚
市
鯰
田

残
存
設
備

自
家
用
発
電
所

(写
真
④
)

・
撰
炭
場

・
炭
住

・
炭
坑
事
務
所

・

石
炭
貨
車
引
込
線

・
冷
却
槽

・
倉
庫

(
現
在
機
関
場
炭
住
跡
は
露
天
掘
の
た
め

原
野
化
す
)

山
神
社

あ
と
残
る
、
大
山
祇
本
社
に
御
魂
は
御
返
す
る
。

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
八
日

〇
三
菱
鉱
業
鯰
田

鉱
業
所

二
坑

所
在
地

飯
塚
市
鯰
田

一捌一



残
存
設
備
炭
住

・
ボ
タ
山

・
二
坑
坑
口
の
碑

・
山
中
初
太
郎
之
碑

(
二
坑
坑
口
の
碑

11

高
サ
二
尺
五
寸

・
基
礎
石
横

一
尺
五
寸

.
二
段

(
御
影

石
)
大
正
二
年
十
月
二
十
八
日
建
立
す
る

)

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
三
日

備
考

山
中
初
次
郎
之
碑

所
在
地

飯
塚
市
鯰
田

三
菱

一
坑
西
方
丘

建
立
期
日

明
治
三
十
四
年
七
月
建
立

碑
の
形

高
サ
二
間

・
基
礎
石
横
幅

四
尺

(
御
影
石
)
・
穂

(自
然
石
)

建
立
の
趣
意
文
に
よ
れ
ば
…
…
山
中
初
次
郎
君

明
治
元
年
筑
前

の
国
黒
崎
村
に
生
る

、
長
じ
て
三
菱
高
嶋
炭
坑
に
就
職
し
転
じ

て
鯰
田
炭
坑
に
来
た
り
、
累
進
し
て
坑
内
小
頭
監
督
に
な
り
君
は
資
性
謹
直
義

を
泰
山
よ
り
も
重
じ
難
に
鑑
み
て
諦

せ
ず

一
月
九
日
鯰
田

第
三
坑
炭
柱
採
掘
に

際
し
上
盤
墜
落
の
難
に
罹
り
重
傷
を
被
む
り
遂
に
起
つ
あ
た
は
ず
年
僅
に
三
十

又
四
衆
大

い
に
之
を
惜
む
此
に
於
て
知
人
朋
友
相
謀
り
碑
を
坑
南

の
丘

の
上
建

以
て
不
朽
に
伝

ふ
・
明
治
三
十
四
年
七
月
工
学
博
士
松
田
武

一
郎
撰

(碑
文
略
)

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
三
日

〔
照
国
鉱
業
株
式
会
社

〕

本
社

直
方
市

社
長

有
吉
満

o
照
国
鉱
業
井
の
浦

一
坑

所
在
地

飯
塚
市
庄
司
井

の
浦

残
存
設
備

炭
住

・
水
槽

山
神
社

大
山
祇
神
社

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
十

五
日

o
照
国
鉱
業
井
の
浦
二
坑

所
在
地

飯
塚
市
中

残
存
設
備
炭
住

・
ボ
タ
山

山
神
社

大
山
祇
神
社

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
五
日

〔
加
茂
鉱
業
株
式
会
社

〕

本
社
所
在
地

飯
塚
市
目
尾

社
長

加
茂
恭
吉

o
加
茂
鉱
業
目
尾
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
目
尾

残
存
設
備

捲
場
基
礎

・
硬
山

・
炭
住

山
神
社

大
山
祇
神
社

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
四
日

〔
二
瀬
鉱
業
株
式
会
社

〕

本
社
所
在
地

飯
塚
市
伊
岐
須

社
長

石
橋
健
蔵

o
石
橋
鉱
業
相
田
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
相
田

残
存
設
備

捲
場
基
礎

(高
サ
三
間

・
横
二
間
)
白
練
瓦
造
り

山
神
社

大
山
祇
神
社

調
査
期

日

昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
五
日

備
考

相
田
炭
坑
続
系

中
野
徳
次
郎

・
松
本
潜

・
伊
藤
伝
六

(共
同
経
営
)

～
中
野
徳
次
郎

(個
人
経
営
と
な
る
)
～

吉
田
俊
幸
～
秋
山
長
三
郎
～
石
橋
健

蔵
～
有
吉
満
～
幸
袋
鉱
業
～
河
上
利
徳
～
仲
村

一
雄
で
閉
山
す
る
o

〔
照
国
鉱
業
株
式
会
社

〕

・
下
相
田
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
下
相
田

社
長

有
吉
満

残
存
設
備

炭
住

・
事
務
所

・
硬
山

山
神
社

大
山
祇
神
社

一脱「



調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十

五
日

〔
野
見
山
鉱
業
株
式
会
社

〕

本
社
所
在
地

飯
塚
市
花
瀬

社
長

野
見
山
佐
市

o
野
見
山
鉱
業
昭
和
炭
坑

残
存
設
備
炭
住

・
硬
山

山
神
社

大
山
祇
.神
社

〔
渡
辺

(正
雄
)
鉱
業
株
式
会
社

〕

社
長

渡
辺
正
雄

所
在
地

飯
塚
市
花
瀬

o
渡
辺
鉱
業
鎮
西
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
花
瀬

残
存
設
備

炭
住

・
倉
庫

山
神
社

大
山
祇
神
社

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
九
日

〔
森
藤
鉱
業
株
式
会
社

〕

所
在
地

飯
塚
市
上
三
緒
宮
ノ
浦

社
長

森
藤
了

o
森
藤
鉱
業
宮

ノ
浦
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
上
三
緒
宮
之
浦

残
存
設
備

事
務
所

・
車
庫

・
炭
住

山
神
社

地
元
稲
荷
神
社

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
五
日

〔
北
代
鉱
業
株
式
会
社

〕

本
社

飯
塚
市
幸
袋
本
町

社
長

北
代
角
之
助

・
幸
袋
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
幸
袋
本
町

残
存
設
備

炭
住

・
倉
庫

・
炭
車

山
神
社

大
山
祇
神
社

〔
渡
辺

(
本
治
)
鉱
業
株
式
会
社

〕

本
社
所
在
地

飯
塚
市
伊
岐
須

社
長

渡
辺
本
治

o
渡
辺
鉱
業
伊
岐
須
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
伊
岐
須
新
町

残
存
設
備

硬
山

山
神
社

大
山
祇
神
社

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
三
日

〔
そ
の
他

の
炭
坑

〕

o
深
田
炭
坑

(個
人
経
営
)

所
在
地

飯
塚
市
鯰
田

南
町

社
長

深
田
行
次
郎

残
存
設
備

炭
住

・
浴
場

山
神
社

地
元
氏
神

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月

二
十
八
日

o
藤
井
坑

(
個
人
経
営
)

所
在
地

飯
塚
市
庄
司
観
音
谷

社
長

藤
井

(名
不
明
)

残
存
設
備

炭
住

・
事
務
所

・
ボ
タ
山

山
神
社

地
元
氏
神

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年

十
月
十
五
日

o
友
浮
炭
坑

(個
人
経
営
)

所
在
地

飯
塚
市
相
田

社
長
名

秋
山
友
寿

一塒一



残
存
設
備

炭
住

・
捲
場

(写
真
⑤
)

山
神
社

地
元
氏
神

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年

几
月
二
十
九
日

o
花
瀬
炭
坑

所
在
地

飯
塚
弔
花
瀬

坑
長

飯
田

(名
不
明
)

残
存
設
備
炭
住

二
棟

(写
真
⑥
)

山
神
社

(名
称
不
明
)

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
九
日

・
鎮
西
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
野
添

社
長

渡
辺
甚
六

残
存
設
備

捲
場
基
礎

・
硬
山

山
神
社

不
明

調
査
期
日

昭
和

四
十
九
年
九
月
十
六
日

・
新
萩
原
炭
坑

所
在
地

飯
塚
市
上
三
緒
岡
之
浦

社
長

萩
原
万
吉

残
存
設
備

事
務
所

・
硬
山

山
神
社

不
明

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
五
日

口
飯

塚

市

内

に

於

け

る
、

炭

坑

主

・
川
鵬

業

者

(
船

一狛
)

か

奉

納

や

建

立

し

た
神

社

等連

名

で

奉

納

し

て

お
る

場

合

書

頭

二

・
三

名

を
書

き

あ

と

何

名

と

す

る
o

寄

附

者
名

は

炭

坑

主

・
艦

業

者

の
み

記

入

す

る

o
口

印

は

抹

消

し

不

明

の
場

合

o

o
納
祖
八
幡
宮

御
鎮
座
所

飯
塚
市
大
字
飯
塚
六
八
八

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

:
奉
納
期
日

神
国

一
世

の
碑

嘉
麻

・
穂
波
両

郡
献
納

者
触

口
役
麻
生

賀
郎

直
信
外

七

名

・
明
治
ゴ
.庚
午
八
月
献
納
、

碑

の
高
サ
六
尺
、
横
幅
台
石
下
五
尺
、
穂

横
幅

一
尺
八
寸

狛
犬
二
基

船
頭
弥
六
外
十
四
名
、
嘉
永
五
年
壬
子

二
月
良
日
、
御
影
石

社
殿

・
社
務
所
修
理
寄
附

一、
金
拾
五
萬
円

石
橋
鉱
業
社
長

石
橋
健
蔵

一、
金
拾
萬
円

麻
生
産
業
株
式
会
社

冒、
金
拾
萬
円

松
隈
又
五
郎

一、
金
参
萬
円

高
野
力

一、
金
参
萬
円

渡
辺
正
夫

桐

・
境
内
水
守
神
社
再
建

高
サ
九
尺
台
下
横
六
尺

・
嘉
麻
郡
笠
松
村

麻
生

太
吉

鳥
居

一
基

高
サ
二
間
半
、
中
野
徳
次
郎
維
持

明
治
三
十
九
年
六
月
吉
旦

御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
七
尺

・
台
石
下
横
幅
七
尺

・
嘉
永
五
年
壬
子
二
月
良
日
奉

納
御
影
石

・
船
頭
弥
六
外
八
名
奉
納

東
宮
殿
下
御
成
婚
記
念
献
樹

光
斤
会

一、金
弐
降
円

中
野
徳
次
郎

一
般
寄
附

一、金
肝
円

野
見
山
清
三

昭
和
三
十
八
年
十
月
吉
辰

掲
査
期
日

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
=
.日

o
勝
盛
神
社

御
鎮
座
所

飯
塚
市
勝
盛
公
園
入
口

奉
納
品
名

.
奉
納
者
名

.
奉
納
期

日

}悩「



締
縄
掛
石
柱

(写
真
⑦
)

御
影
石

・
明
治
赤
池
炭
坑
山
神
社

.
異
転
奉
納

上
田
静
馬

鳥
居

明
治
赤
池
炭
坑

・
異
転
奉
納

・
上
田
静
馬

勝
盛
神
社
ウ
ラ
鳥
居

明
治
赤
池
炭
坑
、
山
神
社
よ
り
異
転
奉
納

・
上
田
静
馬

鳥
居

日
鉄
二
瀬
鉱
業
所

、
中
央
炭
坑
山
神
紘
よ
り
異
転
奉
納

・
上
田
静
馬

狛
犬
二
基

ロ
ロ
第

一
坑

山
神
社
よ
り
異
転
奉
納

・
上
田
静
馬

常
夜
燈
二
基

信
和
会
奉
納
品

・
異
転
奉
納

・
上
田
静
馬

神
殿
改
築

・
玉
垣

。
宮
構

費
用

　
切
を
上
田
静
馬
担
奉
納
す
る

(全
御
影
石
)

調
査
期
日

昭
和
五
十
年
七
月
十
五
日

o
若
八
幡
宮

御
鎮
座
所

飯
塚
市
片
嶋

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
期
日

祠

当
村
船
頭
中
取
締

・
林
田
弥
右
衛

門
、
外
八
名

明
治
二
十
五
年
壬
辰
初
秋
日
、
御
影
石

伺

高
サ
四
尺

・
基
礎
台
下
横
三
尺

.
妙
岩

船
庄
屋
安
永
喜
右
衛
門

・
船
頭
古

川
又

五
郎
外
九
名

.
嘉
永
三
年
十

一
月
十

四
日

玉
垣

野
見
山
清
造
外
多
数

・
昭
和
五
十
年
八
月

二
十
五
日

調
査
期
日

昭
和
五
十
年
八
月

二
十
五
日

o
高
宮
八
幡
宮

御
鎮
座
所

飯
塚
市
伊
岐
須

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
期
日

桐

二
基

大
の
方
高
サ

一
間
半

・
基
礎
台
下
横
幅
五
尺
御
影
石

・
小

の
方
高
サ

一
間
基
礎
台
下
横
幅
四
尺

・
御
影
石

・
伺
名
号
に
「
山
神
社

」
と
あ
る
o
相

田
炭
坑
納
屋
頭

・
寺
嶋
勇
助

・
児
嶋
喜
造
、
外
九
名

.
大
正
二
年
六
月
吉
日

之
建

鳥
居
第

一

福
岡
県
会
議
員
野
見
山

清
三

・
高
サ
二
間
半

・
御
影
石

.
昭
和
二

十
九
年
十
二
月
吉
辰

鳥
居
第

二

高
サ
二
間

・
御
影
石

・
神
号
に

「
大
山
神
社
」
と
あ
る
。

世
話
人
相
田
炭
坑
大
納
頭

・
寺
島
勇
助

・
児
鳩
喜
造

・
北
条

目
ロ
・
野
村

ロ

ロ
.
大
正
二
年
吉
日
建
之

・
御
神
号

「
大
山
神
社

」
と
あ
る
。
祠
と
同
時
奉

納
す
る

神
殿
改
築
寄
附

二
百
円

中
野
徳
次
郎

上
部

か
げ
不
明
石
柱

中
野
昇
と
有
り

調
査
期
日

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
五
日

・
水
祖
神
社

御
鎮
座
所

飯
塚
市
川
津

寄
附
金

拝
殿
改
築

伍
粁
円

中
野
昇
、
大
正
十

一
年
五
月

調
査
期
日

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
五
日

・
二
十
六
日

o
許
斐
神
社

御
鎮
座
所

飯
塚
市
幸
袋
本
町

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
品
名

常
夜
燈

二
基

高
サ
七
尺
台
石
横
幅
三
尺

・
延
享

五
戊
辰
年
五
月
吉
日

(砂
岩
)

伊
藤
伝
右
衛
門

鳥
居

一
基

(写
真
⑧
)
高
サ
三
間

・
伊
藤
伝
右
衛
門

.
「
継
厳
伝
六
遺
志
建
之

」

と
あ
る
。
御
影
石

・
明
治
三
十
三
年
九
月
建
之

玉
垣

高
サ
三
尺

・
横
幅

一
尺

(御
影
石
)
全
本
数
不
明

・
伊
藤
伝
右
衛
門

・

大
正
五
年
吉
辰

社
殿
総
改
築

壱
萬
弐
肝
円

伊
藤
伝
右
衛
門

大
正
十
年
十

一
月
寄
附

社
殿
総
改
築

五
百
円

松
本
健
次
郎

大
正
十
年
十

一
月

社
殿
総
改
築

五
百
円

中
野
昇

大
正
十
年
十

一
月

桐
徳
馨
国

ロ
耀
碑

高
サ
二
間
石
台
下
横
幅
九
尺

・
御
影
石

・
北
代
角
之
助
建

之

・
昭
和
十
四
年
三
月

桐

高

サ
四
尺
台
石
下
横
幅

二
尺
五
寸
、
砂
岩
石

・
幸
袋
船
頭
中
献
納

・
明
治

一商一



二
十
三
年
寅
六
月
吉
日
周
旋
人

・
篠
崎
五
右
衛
門
外
四
人

調
査
期

日

昭
和
五
十
年
九
月
二
十

三
日

o
浜
生
神
社

御
鎮
座
所

飯
塚
市
目
尾

奉
納
品
名

・
奉
納
期
日

・
奉
納
人
名

神
号
御
額

立
二
尺
横

一
尺
五
寸

(金
文
字
)

・
奉
納
板
に
よ
れ
ば

「
奉
納
御

額

.
杉
山
徳
三
郎

」
と
あ
る
o
此

の
人
は
明
治
十
三
年
十
二
月
八
日
筑
豊
で

初
め
て
蒸
気
ポ

ン
プ
運
転
に
成
功
し
た
人
で
あ
る
o

残
念
な
が
ら
奉
納
年
月
日
記
入
な
し
○

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
六
月
十
日

o
貴
船
神
社

御
鎮
座
所

飯
塚
市
薙
野

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月
日

狛
犬
二
基

高
サ
五
尺
台
石
下
横
三
尺
、
砂
岩
石
、
肥
前
国
伊
良
村

・
目
尾
炭

坑
主
杉
山
松
太
郎

・
明
治
十
六
年

十

一
月
奉
納

調
査
期

日

昭
和
五
十
二
年
六
月
十

一
日

o
撃
鼓
神
社

御
鎮
座
所

飯
塚
市
庄
司

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月
日

拝
殿
改
築

申
村
庄
屋
兼
船
庄
屋
篠

崎
仁
衛
門
外

二
十
九
名

.
万
延
二
年
辛
酉

三
月
吉
辰

(神
殿
基
礎
石
に
記
名
)

調
査
期

日

昭
和
五
十
二
年
九
月
四

日

0
古同
瞭野
山山
第

一
重並
但勿

御
座
所

飯
塚
市
薙
野

奉
納
口叩
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月

日

仏
像
安
座
所

敷
地
五
十
坪

・
石
垣

・
玉
垣

・
御
影
石

・
古
河
鉱
業
所
目
尾
炭

坑

.
昭
和
二
十
八
年
十
月
吉

日

(
鉱
害
復
旧
)

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
六
月
十

一
日

o
不
動
明
王
園

御
座
所

飯
塚
市
鯰
田

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月
日

不
動
園
建
立
記
念

}
千
円

三
菱
鯰
田

鉱
業
所

昭
和
三
十

一
年
十
月
吉

日

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
四
日

・
皇
祖
神
社

調
査
期

日

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
四
日

御
鎮
座
所

飯
塚
市
鯰
田

寄
附
品
名

・
寄
附
者
名

・
期
日

鳥
居

(写
真
⑨
)

高
サ
三
間

麻
生
賀
郎

・
麻
生
太
吉

・
嘉
麻
郡
立
岩
村

・

明
治

二
十
年

一
月
吉
辰
、
御
影
石

一
般
寄
附

寄
附
者
名
石
柱

高
サ
三
尺
五
寸
横
幅

七
寸
各

一
本
宛

一、
金
壱
肝
八
百
七
拾
円

氏
子
中

一、
金
参
百
円

三
菱
鯰
田

炭
坑

一、
金
弐
百
円

九
州
水
力
電
気
株
式
会
社

寄
附
年
月
日
不
明

村
社
皇
祖
神
社
新
改
築
寄
附
者
名
碑

高
サ
二
間
自
然
石
穂
共
に
三
段

一、
金
弐
阿
円

三
菱
鉱
業
株
式
会
社
鯰
田

炭
坑

一、
金
壱
肝
円

麻
生
商
店

一、
金
百
円

幸
袋
工
作
所
社
長
伊
藤
伝
右
衛
門

一、
金
弐
拾
円

三
菱
炭
坑
大
納
屋
頭
山
村
喜
平

寄
附
名
人
石
碑
折
れ
残
る
分
の
文
字

一
尺
五
寸
残
れ
る
分

・
山
悦
次
郎
、
八
寸

・
霊
呈
口
、
五
寸

・
郎
、
二
寸
文
字
不

明

計
五
本

境
内
今
刀
昆
羅
神
社
の
桐

一螂一



祠

高

サ

九

尺

・
台
石

横

幅

七

尺

桐

上

部

横

側

に
舟

中

安

全

と

あ

り

弘

化

六
年

甲

辰

六

月

良

日

・
石

工

伊

藤

五

三

郎

、

砂

岩

、

風

化

は

な

は

だ

し

常

夜

燈

高

サ

四
尺

五
寸

(
風

化

破

損

)

台
石

横

幅

四
尺

五
寸

台

石

三
段

目

船

中

と

あ

る
。

妙
岩

、

世

話

人

・
白

石

助

作

・
松

山

新

平

・
庄

屋

原

田

平

七

・

船

頭

取

松

山

勘

七

・
船

頭

取

祝

原

寿
衛

門

・
船

頭

取

祝
藤

次

郎

斌

・
鳥

居

高

サ

一
間

半

正

面

石

柱

奉

献

船

中

裏

伍

十

長

祝

藤

次

郎

・
伍

十

長

編

右

衛

門

外

十

五

名

秀

ー

・
明

[、
口

[]
口
八
月

吉

辰

・
船

頭

伍

十

長

祝

原

ロ

=
組

長

小

田
卯

即

替

ノ
一

〇
宮

地

獄

神

社

・
拝

殿

な

-

タ

調

査
坦

日

昭

和

五

↓
仔

ノ
二
十

四

日

御

座

所

飯

塚

市

川

嶋

奉

納

品

名

・
奉

納

者

名

・
奉

納

年

月

日

常

夜

燈

高

サ

四
尺

ハ
上

部

腐

蝕
)

台

一
段

横

四
尺

・
麻

生

賀

郎

.
明

治

九
年

内

子

一
月
吉

常

夜

燈

高

サ
三

尺

・
船

頭

取

締

浅

野

藤

吉

・
船

頭

取

締

白

土

乎

次

郎

外

九
名

(
建

立

日

不
明

)

・
蛭

子
神

社

拝

殿

な

し
桐

調

査
期

日

昭
和

血

L

口
年

五

月

三

日

御

昏

所

飲

塚

市

堕

善

ボ
ロ
叩
名

・
奉

納

老
名

・
奉

納

年

月

日

繊

(
木

造

建

築

)

基
礎

(
御

影

石

)
船

庄

屋

高

次

藤

右

衛

門

外

二
十

一
名

明

治

二
年

己

巳
差

納

鳥

居

高

サ

一
間

半

船

庄

屋

高

次

藤

右

衛

門

外

二
十

一
名

明

治

二
年

己
巳

奉

納

(
御

影

石

)

舗
夜

燈

二
基

高

サ

五
尺

台

石

横

幅

三

尺

(
御

影

石

)

船

庄

屋

高

次

藤

次

郎

・

藤

ろ

偉

門

外

二
十

噌
名

明

治

二
年

己

巳

奉

納

ρ
∴
満

菖
,砿

調
査
期
日

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
四
日

御
座
所

飯
塚
市
川
嶋

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月

日

常
夜
燈

二
基

高
サ
七
尺
台
下
横
幅
四
尺

船
中
安
全
船
庄
屋
喜
助

弘
化
口
日
建
立

・
砂
岩

o
川
嶋
八
幡
宮

調
査
期
日

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
四
日

御
鎮
座
所

飯
塚
市
川
鳩

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
期
日

狛
犬

二
基

(舟
中
と
刻
名
あ
り
)

高
サ

一
間
半
基
礎
石

一
間
半

天
保
申
年

歳
桐

八
幡
宮
境
内

(志
賀
宮
木
造
建
)
奥
行

一
間
半
横

一
間

鳥
居

「
基

高
サ

一
間
半

安
政
四
年

一
己
正
月
吉
辰

参
道

石
段
舟
庄
屋
高
次
喜
助
外
多
数

小
型
川
癖

長
サ
三
間

八
幡
宮
拝
殿
下
に
あ
り
水
難
救
助
に
使
用
(小
型
川

鱒

と
同
形
)

o
熊
野
神
社

調
査
期
日

昭
和
五
十
年
八
月
二
十
四
日

御
鎮
座
所

飯
塚
市
立
岩

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
期
日

鳥
居

一
基

高
サ
二
間
半
御
影
石

・
麻
生
太
吉

・
昭
和
八
年
十

一
月
建
之

常
夜
燈

二
基

高
二
間

(御
影
石
)
台

下
横

一
間

昭
和
三
年
御
大
典

現
金

五
百
円
麻
生
太
吉
寄
附
、
年
月
日
不
明

o
負
立
神
社

(負
立
八
幡
宮
)

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
六
日

御
鎮
座
所

飯
塚
市
柏

の
森

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月
日

一餅一



常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横
幅
七
尺
、
麻
生
五
郎
、
昭
和
五
年
七
月
建

立
、
御
影
石

常
夜
燈

二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横
幅
七
尺
、
麻
生
太
七
郎
、
昭
和

五
年
七
月

建
立
、
御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横
幅
七
尺
、
麻
生
義
之
、
昭
和
五
年
七
月
建

立
、
御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横
幅
七
尺
、
麻
生
太
右
衛
門
、
昭
和

五
年
建

立
、
御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横
幅
七
尺
、
野
見
山

マ
・ス
、
昭
和
五
年
建
立
、

御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
半
台
下
横
幅

一
間
半
、
麻
生
太
吉
、
昭
和
五
年
七
月

建
立
、
御
影
石

鳥
居

一
基

高
サ
三
間
、
麻
生
太
吉
、
明
治

四
十
年
十
二
月
吉
日
建
之
、
御
影

石
常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横

七
尺
、
爪
生
長
右
衛
門
、
昭
和
五
年
七
月
建

立
、
御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横

七
尺
、
麻
生
尚
敏

・
富
雄
、
昭
和
五
年
七

月
建
立
、
御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横
幅

七
尺
、
麻
生
惣
右
衛
門
、
昭
和
五
年
七
月

建
立
、
御
影
石

鳥
居

一
基

高
サ
二
間
半
、
爪
生
長
右
衛
門

・
同
満
、
昭
和
十
三
年
九
月
吉
日

辰
建
之

神
池
名
碑

一
基

高
サ

一
間
台
石
下
横
幅
五
尺
、
麻
生
太
次
郎
、
自
然
石

参
道
池
渡
り
橋

長
サ
四
間
幅

一
間
半
、
麻
生
太
吉
、
昭
和
三
年

一
月
改
造
、

御
影
石

負
立
八
幡
宮
社
名
碑

一
基

麻
生
徳
七
郎

・
勇
吉
、
明
治
三
十
八
年

一
月
建
之
、

御
影
石

常
夜
燈
二
基

高
サ
二
間
台
石
下
横
幅
七
尺
、
麻
生
賀
郎

・
同
太
吉

・
同
太
七

石
垣
玉
垣

慶
応
四
年
代
辰
八
月
吉
祥
日

石
垣
玉
垣

石
垣
(
御
影
石
)
玉
垣

(
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
、
麻
生
太
吉

伺
庚
申
尊
天

一
基

麻
生
名

の
者
七
人

鳥
居

一
基

高
サ

一
間
半
、
麻
生
太
吉
、
御
影
石

常
夜
燈

二
基

砂
岩
、
麻
生
太
右
衛
門
真
信

締
縄
掛
二
基

高
サ
二
間
二
尺
五
寸

(角
)
、
麻
生
藤

一
郎

・
麻
生
惣
兵
衛
、

明
治
三
十
五
年
七
月
建
之

神
殿
外
廊
玉
垣

麻
生
商
店

・
山
内
鉱
業
所

・
上
三
緒
鉱
業
所

・
豆
田
鉱
業
所

.
吉
隈
鉱
業
所

・
綱
分
鉱
業
所

・
赤
坂
鉱
業
所

・
芳
雄
製
工
所

・
若
松
出
張

所
、
昭
和
三
年

一
月

一
日
奉
納

桐
鳥
居

・
祠

(須
佐
神
社
)
鳥
居

一
基

麻
生
太
七
、

大
正
十

一
年
二
月
三

日
桐
鳥
居

・
桐

(恵
比
須
神
社
)
鳥
居

一
基

麻
生
惣
兵
衛
、
明
治
四
十
四
年
十

二
月
吉
日

桐

鳥
居
祠

(宮
地
獄
神
社
)
鳥
居

一
基

麻
生
太
吉

桐

鳥
居
桐

(貴
船
神
社
)
鳥
居

一
基

麻
生
惣
兵
衛

・爪
生
長
右
衛
門
・
麻
生

太
七

・
明
治
四
十
二
年
吉
日
建
之

桐
鳥
居

・
伺

(天
満
宮
)
鳥
居

一
基

麻
生
太
吉
、
明
治
四
十
二
年

一
月
建
之

o
地
蔵
園

調
査
期
日

昭
和
五
十

一
年

一
月
十
五
日

御
座
所

飯
塚
市
柏
の
森

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
建
立
年
月
日

地
蔵
園

総
坪
数
四
十
坪

(
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
・
玉
垣

・
自
像
二
体

.
常
夜
燈
二

基

・
全
御
影
石

昭
和
六
年
十
月
建
立
、
麻
生
太
吉
勲
三
等

o
心
吉
社

(
心
吉
神
社
)

謂
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
九
日

一塒一



御
鎮
座
所

飯
塚
市
下
三
緒

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月

日

桐

(
心
吉
社
内
)
祠

一
基
、
鳥
居

一
基
高
サ

一
間
半
、
大
正
八
年
十

一
月
建
之
、

麻
生
太
吉
外
五
人

o
白
山
神
社

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
五
月
十
三
日

御
鎮
座
所

飯
塚
市
上
三
緒

奉
納
品
名

・
奉
納
者
名

・
奉
納
年
月

日

常
夜
燈
二
基

高
サ
八
尺
台
石
下
横
幅

四
尺
、
砂
岩
、
麻
生
太
吉

桐

一
基

高
サ
七
尺
五
寸
台
石
下
横
幅
四
尺
、

組
長
井
手
清
七

・
船
取
締

白

上
ロ
郎
外
三
十
七
名

「
船
中
安
全

」
刻
字
あ
り
o
砂
岩
、
明
治

二
十
年
九
月

吉
日
建
之

鳥
居

一
基

高

サ

一
間
半
、
妙
岩
、
組
長
井
手
清
七

・
船
取
締
白
上

郎
外
三

十
七
名

「
船
中
安
全

」
刻
字
あ
り
○
明
治

二
十
年
九
月
吉

日
建
之

寄
附
碑

高
サ
七
尺
台
石
下
横
幅
四
尺
、
砂
岩
、

一、
金
百
四
十
円

・
一、
金
弐
十

円
麻
生
太
七
、
明
治
三
十
五
年
壬
庚
仲
夏
吉

〇
三
嶋
神
宮

調
査
期
日

昭
和
四
十
九
年
九
月
十

一
日

御
鎮
座
所

飯
塚
市
菰
田

寄
託
品
名

・
寄
託
者
名

・
寄
託
品
製

作
年
月
日

鳥
居

一
基

住
友
忠
隈
炭
坑

奉
納
者
納
屋
頭

・
職
員
中
、
昭
和
三
年
十

一
月

狛
犬
二
基

所
長
中
島
萬
蔵
、
昭
和

九
年
三
月

玉
垣
六
〇
箇

社
殿
数
石

二
十
五
箇

常
夜
燈
二
基

手
洗
鉢

一
箇
、
納
屋
頭
職
員
中
、
此
の
品
々
は
住
友
忠
隈
炭
坑

閉
炭
後
山
神
社
を
解
体
し
三
嶋
神
宮

に
寄
託
し
た
も
の
で
あ
る
o

o
貴
船
神
社
内
徳
前
公
民
館

調
査
期

日

昭
和
四
十
九
年
十

一
月
十
九
日

所
在
地

飯
塚
市
徳
前
貴
船
神
社
内

寄

附

品

名

.
寄

附

年

月

日

・
寄

附

者
名

公
民
館
建
設
拾
萬
円

渡
辺
本
治
、
五
萬
円

吉
田
繁
、
寄
附
矩
月
日
不
明

日日
炭
坑
主
等
の
社
会
福
祉
事
業
ほ
か

〔
麻
生
家
社
会
福
祉
事
業

〕

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
十

一
月
九
日

o
財
団
法
人
嘉
穂
慈
善
会
を
組
織
し
貧
困
者
救
済

の
た
め
拾
万
円
を
寄
附
す
る
o

大
正
七
年
五
月
飯
塚
市
新
飯
塚
o

o
財
団
法
人
斯
道
文
庫
を
昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
創
設
す
、
福
岡
市
に
置

く
o

o
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十
六
日
斯
道
文
庫
蔵
書

一
切
を
慶
応
義
塾
大
学

に
寄
贈
。

〇
九
州
大
学
理
学
部
創
設
基
金
と
し
て
百
万
円
を
寄
附
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
二

十
六
日
。

・
飯
塚
病
院
高
等
看
護
学
院
設
立
、
大
正
七
年
九
月
飯
塚
病
院
看
護
婦
養
生
所
と

し
て
開
所
し
准
看
護
婦
養
成
所
を
経
て
昭
和
三
十
五
年
四
月
よ
り
高
等
看
護
学

院
と
な
る
。
飯
塚
市
飯
塚
病
院
内
。

o
飯
塚
図
書
館
建
設
費
図
書
購
入
費
五
万
円
寄
附
、
昭
和
十
六
年
十
月
八
日
開
館
、

飯
塚
市
新
飯
塚
。

o
麻
生
鉱

山
衛
生
研
究
所
創
立
、
飯
塚
市
新
飯
塚
。

o
嘉
穂
劇
場
、
株
式
会
社
中
座
、
麻
生
太
七
社
長
と
な
り
大
正
十
年
六
月
開
場
、

昭
和
六
年
二
階
と
な
り
伊
藤
隆
個
人
経
営
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。

o
飯
塚
音
楽
祭

第

一
回

昭
和
四
十
九
年
八
月
開
催

八
月
八
日

(第

一
日
目
)

嘉
穂
高
校
混
声
合
唱
団

・
人
場
者

一
、
○
○
○
人

・
参
加

四
団
体

(合
唱
祭
)

飯
塚
病
院
高
等
看
護
学
院
外
十
八
団
体

・
入
場
者

一
〇
、
○
○
○
人
(
パ
レ
ー

ド
)

飯
塚
納
祖
八
幡
宮

・
納
祖
太
鼓

(
納
祖
太
鼓
会
)

・
入
場
者
二
〇
、

○
○
○

人

(祭
飯
塚
)
三
十
団
体

一㎜一



八
月

九

日

(
第

二

日
目

)

ら

あ

き

な

を

み

リ

サ

イ

タ

ル

入
場

者

五
、

六

〇

〇

人

大

学

対

抗

バ

ン
ド

合
戦

入

場

者

七

〇

〇

人

祭

飯

塚

宿

場

太

鼓

入

場

者

四
、

二

〇

〇

人

祭

り

へ
の
プ

レ

リ

ュ
ー

ド

入

場

者

六
、

○

○

○
人

八

月

十

日

(
第

三

日
目

)

飯

塚

音

楽
祭

・
グ

ラ

ン
プ

リ

入

場

者

四
、

○

○

○
人

チ

ャ
リ

テ

ィ
ー

シ

.
ー

入

場

者

四
、

○

○
○

人

世

界

の
音

楽

ジ

ャ
ズ

入
場

者

一
、

四

〇

〇
人

祭

り

へ
の
プ

レ

リ

ュ
ー

ド

入

場

者

一
〇
、

○

○

○
人

祭

飯

塚

入
場

者

五

六
、

○
○

○

人

八

月

十

一
日

(
第

四

日
目

)

五

木

ひ
ろ

し

リ

サ

イ

タ

ル

入

場

者

八
、

○
○

○

人

ア

マ
チ

ュ
ア
コ

ン
テ

ス

ト

入
場

者

八

〇
〇

人

世

界

の
音

楽

入
場

者

一
、

三
〇

〇

人

ジ

ャ
ズ

入
場

者

一
六
、

○

○

○

人

第

一
回

目

入
場

者

総

計

一
七

一
、

六

〇
〇

人

o
昭

和

五

十

年

八
月

第

二
回

音

楽

祭

八
月
七

日

第

一
日

目

入

場

者

二
〇
、

○

○

○

人

八
月

八

日

第

二

日
目

入

場

者

三

〇
、

○

O

O

人

八
月

九

日

第

三

日

目

入
場

者

四

〇
、

○

○

○

人

八
月

十

日
第

四

日
目

入

場

者

五

〇
、

○
○

○

人

昭

和

五

十

年

第

二
回

目

入

場

者

一
四

〇
、

○

○

○

人

o
昭

和

五

十

一
年

八

月

五

日
第

三

回

目

音

楽

祭

八

月

五

日

第

一
日

目

入

場

者

四

〇
、

○

○
○

人

八

月

六

日
第

二
日

目

入

場

者

三

五
、

○
○

○

人

八
月

七

日
第

三

日

目

入

場

者

四

五
、

○

○

○

人

八
月
八
日
第
四
日
目

入
場
者
六
〇
、

○
○
○
人

昭
相
五
十

一
年
第
三
回
目
総
入
場
者
計

一
八
〇
、

○
0
0
人

昭
和
四
十
九
年

・
五
十
年

・
五
十

一
年
、
三
回
入
場
者
総
計
四
九
〇
、

○
0

0
人

o
松
本
太
助
墓
碑

(
写
真
⑩
)

正
面

「
繹
教
剛

」
法
名
文

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
十

一
月
六
日

墓
碑
裏

・
嘉
麻
編
石
坑
頭
梁
職
務
精
励
有
持
巧
明
治
三
十

一
年
三
月
坑
主
麻
生

太
賀
吉

建
之

(生
存
巾
建
立
)

明
治
三
十
五
年
旧
八
月
十
三
日
六
十
四
才
卒

碑
建
立
場
所

・
飯
塚
市
下
三
緒
三
組

・
麻
生
塾

創
設

調
査
期
日

昭
和
五
十
二
年
十

一
月
十
二
日

場
所

飯
塚
市
柏

の
森
七
番
地

麻
生
塾
沿
革

昭
和
十
四
年
三
月
三
十

一
日

麻
生
太
賀
吉
麻
生
塾
を
設
立

昭
和
十
九
年
十
二
月

一
日

奥
園
克
己
塾
長
就
任

昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日

麻
生
塾
小
学
校
設
立

昭
和

二
十
三
年
三
月
三
十

一
日

麻
生
塾
工
業
高
等
学
校
設
立
、
採
鉱
科
設
置

昭
和
三
十
四
年
二
月
七
日

機
械
科
設
置

昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十

一
日

麻
生
塾
小
学
校
に
特
殊
学
級
設
置

昭
和
四
十
五
年
四
月

一
日

工
業
化
学
科
設
置

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十

一
日

麻
生
塾
小
学
校
廃
止

昭
和
四
十
九
年
七
月

一
日

麻
生
太
郎
理
事
長
就
任

本
校
の
特
色

一、
教
育
の
徹
底
を
図
る
た
め
小
定
員
制
澄
よ
び
全
寮
制
を
採
用
す
る
〇

二、
授
業
料
は
徴
収
し
な
い
〇

三、
寮
費
、
賄
費
、
教
科
書
、
な
ら
び
に
学
習
に
関
す
る
見
学

・
実
習
に
要
す
る
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費

用

は
学

校

負

担

と

す

る

o

施

設

概

要

本

館

・
教

室

・
実

験

室

・
実

習

室

㎡

・
講

堂

・
寄

宿

舎

・
附

属

施

設

、
三

一
〇

〇

運

動

場

.
プ

ー

ル

.
バ

レ
ー

コ
ー

ト

・
テ

ニ

ス

コ
ー

ト

、

七
〇
、

二

〇

〇
。㎡

o
麻

生

山

内

農

園

飯

塚

市
柏

の
森

明
治

四

十

三

年

三
月

造

園

す

る
o

梨

・
柿

・
ブ

ド

ウ

・
疏

菜

・
花

類

・
花

弁

温

室

ブ

ド

ウ

温
室

あ

り
o

〔
伊

藤

家

社

会

事

業

〕

住

所

飯

塚

市

幸

袋

調

査
期

日

昭

和

五
十

二
年

十

一
月

五

日

o
飯

塚

市

幸

袋

小

学

校

講

堂
寄

附

昭

和

十

二
年

十

二
月

三

日
竣

工

式

挙

行

す

る
。

建

坪

三

百

十

坪

、
地

下
室

九
十

坪

附

属

建

具

一
切

百

科
辞

典

二
十

冊

・
刺

夙
鼓

隊

編

成

用

具

一
式

o
嘉

穂

郡

立

技

芸

女

学

校

飯

塚

市

西

町

金

比

羅

山

明

治

四

十

三

年

四
月

八

日

設

立

す

る
o

嘉

穂

郡

立

と

し

て

郡

に

寄

附

し

臨

時

費

に
経

常

費

を

も

加

え

て
毎

年

其

経

費

を
郡

に

寄

附

し

た
o

大

正

元

年
実

科

高

等

女

学

校

、
大

正

五

年

高

等

女

学

校

、
大

正

八
年

福

岡

県

立

と

し

て

県

に

移

管

す

る

。
同

時

に

十

万

円

を
寄

附

す

る
o

内

五

万

円

を

講

堂

建

設

、
内

五

万

円

を
図

書

館

建

設
費

と

す

る

o

o
伊

藤

農

園

飯

塚

市

幸

袋

新

町

通

り

明

治

四

十

三

年

造

園

す

る

o

園

の
広

さ

は

果

樹

一
町

三
反

}
畝

・
疏

菜

一
町

七
畝

・
花

壇

芝

畑

三

反

六

畝

計

二

町

七

反

四
畝

、

梨

・
柿

・
ブ

ド

ウ

・
疏

菜

・
花

類

・
又

花

弁

温
室

・
ブ

ド

ウ

(
欧
州

系

)

温

室

あ

り

o

o
伊

藤

育

英

会

事
務
所

福
岡
市
山
荘
通
り

一
丁
目
伊
藤

八
郎
方

創
立
月
日

大
正
八
年

(大
正
天
皇
御
大
典
記
念
)
に
設
立
o

伊
藤
育
英
会
資
金
弐
十
万
円

受
給
者
に
義
務
を
負
わ
せ
な
い
純
然
た
る
無
条

件
育
英
会

大
正
四
年
よ
り
昭
和
三
十
七
年
ま
で
に
会
出
身
者

二
六
五
名
、
現
在
十

一
名
の

給
費
者
あ
り
。

o
幸
袋
職
工
学
校

所
在
地

飯
塚
市
幸
袋
株
式
会
社
幸
袋
工
作
所
内

大
正
八
年
四
月
授
業
開
始

創
立
の
目
的

機
械
工
業
に
関
す
る
知
識

・
技
能
を
修
得
し
、
併
せ
て
徳
性
を

浸
養
す
o

科
目

図
工
科

.
鋳
工
科

.
鍛
工
科

・
錐
工
科

・
旋
工
科

・
鎗
工
科

・
電
工
科

修
業
年
限
各
工
科
共
四
年

貸
与

.
給
与

生
徒
修
業
中
に
要
す
る
制
服

・
制
帽

・
作
業
服

・
靴

・
脚
絆

・

帯
革

.
製
図
道
具

.
教
科
書
は
半
額
を
補
助
す
る
o
寄
宿
舎
生
徒
の
食
費
は
、

第

一
.
第
二
学
修
業
中
実
費

の
半
額
、
第
三

・
第
四
修
業
中
の
者
に
は
全
額
を

給
与
す
o

年
度
経
費

昭
和
十

一
年
度

一
九
、

五
三
五

昭
和
十
二
年
度

二
〇
、

八
三
二

昭
和
十
三
年
度

二
六
、

二
〇
二

本
校
は
大
正
八
年
四
月
二
十
四
日

入
学
式
挙
行
o

昭
和
二
十
三
年
三
月

学
校
令
改
正
に
よ
り
閉
校
・

o
嘉
穂
農
業
高
等
学
校
同
窓
会
館
門
柱
寄
附

場
所

飯
塚
市
鶴
三
緒

右
側
門
柱

一
本
高
サ
十
尺

・
二
尺
角

(御
影
石
)

明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
三
日
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④ 三菱鯰田一坑火力発電所 ① 麻生上三緒炭坑硬山(西 側より写す)

⑤ 友寿炭坑捲揚 ② 日鉄二瀬高尾二坑石炭積込場

(元の引込線が道路になっている)

⑥ 花瀬炭坑炭住 ③ 日鉄二瀬高尾一坑炭住

一192一



⑨鯰 田区皇祖神社

⑦ 勝盛神社(上 田氏建立)

⑧ 許斐神社鳥居(伊 藤伝右衛門氏奉納)

⑩ 松本太助の墓

一193一



〔
中
野
家
の
社
会
事
業

〕

飯
塚
市
水
江

o
嘉
穂
農
業
高
等
学
校
同
窓
会
館
門
柱
寄
附

場
所

飯
塚
市
鶴
三
緒

左
側
門
柱

一
本
高
サ
十
尺

・
二
尺
角

(御
影
石
)

明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
三
日

四

飯

塚

地
方

に

於

る

川

数

明

治

二
十

二
年

中

旬

川

嶋

・

一
〇

〇

そ

う
鯰
田

・

一
〇

〇

そ

う

下

三

緒

・

一
五

〇

そ

う

飯

塚

・
二

二

〇

そ

う

片

嶋

・

一
〇

〇
そ

う

幸

袋

・
八
〇

そ

う

で

あ

る

。

追
記

此
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
り
御
協
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
、
飯
塚
病
院
事
務

長
深
町
純
亮
さ
ん

・
幸
袋
製
作
所
総
務
課
長
代
理
山
本
三
郎
さ
ん

.
麻
生
セ
メ
ン

ト
本
社
社
内
報
編
集
室
大
庭
和
俊
さ
ん

・
麻
生
塾
塾
長
奥
園
克
己
先
生

.
近
畿
大

学
桑
原
三
郎
先
生

・
稲
築
高
校
香
月
靖
晴
先
生

・
日
本
大
学
田
中
直
樹
先
生
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二

七
〇
頁

よ
り
)

千
弗
に
し
て
、
我
藩
に
買
入
れ
し
は
千
八
百
六
十

一
年
、
乃
ち
我

文
久
元
辛
酉
年
九
月
長
崎
に
て
受
取
ら
れ
た
る
も

の
な
り
。

本
船
は
文
久
三
年
正
月

二
十
五
日
紀
州
大
島
沖
に
於
て
沈
没
せ
り
」

『
金
子
万
吉
事
蹟

』

(筑
紫
史
談
第
四
十
集
)

元
治
元
年

二
月

松
平
加
賀
守
　

石
炭
山
堀
起

シ
ニ
付
、
磧
夫
借
用
之
簾

入
有
之
、
依
之

礦
夫

二
人
階
渡

二
相
成

(
福
岡
藩
綱
領

巻
十

二
)
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